
１．基本情報

大学名

設置区分 学校種

都道府県 事業期間

改組内容

重点分野

事業計画名

２．事業概要

令和８年度大学・高専機能強化支援事業

（支援２：高度情報専門人材の確保に向けた機能強化に係る支援）

【重点分野支援枠・大学】事業概要

　本計画は、本学の大学院工学研究科博士前期課程生産システム工学系専攻に「無人航空機システム工学コース（仮

称）」を令和10年4月に新設し、入学定員15名を設定するものである。

　本コースでは、航空宇宙工学における、基幹分野である熱力学・流体（空気）力学・材料力学・機械力学・制御工学に関

する基盤的知識と、航空情報系分野である無線通信・情報伝送・画像認識等に関するデータサイエンスあるいは機体設計に

関する高度な専門知識を有し、防災・調査・輸送などに使用される無人航空機の開発・社会実装を一気通貫で担うことのでき

る、高度デジタル人材を育成する。航空宇宙機システム研究センター（以降、航空センター）と密に連携し、これまでに開発し

てきた超音速無人航空機の実績を基に、飛行環境を変化させられるドローン開発用の風洞設備や本学が保有する白老実験

設備での実飛行環境等を活用して、実践的にすすめる。

研究科等の設置・増員

物理化学・工学領域‐宇宙科学・工学分野、機械・電気（電子）技術領域‐モビリティ・輸送分野

大学

令和8年度～令和17年度

国立

北海道

令和8年5月申請時点

室蘭工業大学における航空宇宙デジタル技術を駆使した無人航空機分野の高度専門人材育成 ～防災・調

査・輸送等の社会実装に向けた「情報×航空」融合型教育プログラムの構築～

室蘭工業大学
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３．重点分野に係る組織

重点分野に係る組織の設置・増員計画（赤字は事業対象組織）

事業開始時 事業終了時

15 15

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

15 15 増員数

ー

設置等後の

主な学位分野
課程 組織名

入学定員
設置・増員等時期

博士

工学関係工学研究科工学専攻

計 0
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0 15

25 20

36 36

23 23

73 73

82 82

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

239 249

工学研究科生産システム工学系専

攻無人航空機システム工学コース

工学研究科生産システム工学系専

攻航空宇宙総合工学コース

工学研究科生産システム工学系専

攻物理物質科学コース

工学研究科環境創生工学系専攻

工学研究科情報電子工学系専攻

修士

増員数計

工学研究科生産システム工学系専

攻機械ロボット工学コース

R10減員 工学関係

10

ー

ー 工学関係

ー

ー 工学関係

工学関係

R10設置 工学関係

工学関係
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350 350

250 250

40 40

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

640 640

大学全体の収容定員に占める重点分野に係る組織の収容定員の割合

博士課程 修士課程 大学院計

100.0% 100.0% 100.0%

100.0% 100.0% 100.0%

+0.0% +0.0% +0.0%

創造工学科夜間主コース

学士

創造工学科昼間コース

0増員数

システム理化学科昼間コース

増分

増員前（R8.4.1時点）

増員後

計

ー 理学関係

ー 工学関係

工学関係
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＜背景・課題＞
社会・産業構造の変化と人材ニーズ
「北海道における戦略産業クラスター計画」（2026年5月）における、「北海道宇宙産業クラス
ター」
道内事業者が衛星データを利活用した農業やインフラ等向けソリューションを開発中。衛星の

弱み（解像度、天候、 撮影タイミング）を解消するために無人航空機の活用、そのAIデータ等
の取扱いに理解のある人材ニーズが高まる。

本学の現状と課題
航空宇宙機研究センター：サブスケール高速有翼実験機の飛行試験を複数回実施
現行の航空宇宙総合工学コースの教育体制：従来の有人航空機・ロケット・宇宙機を主軸とした基幹分野に重点
課題：無人航空機に特化した無線通信・画像処理・自律飛行制御等の情報系スキルを教授する教育プログラムが体系的に
整備されていない。
※箇条書きや図表による表現など、わかりやすい内容とすること

＜重点分野への適合＞

＜育成する人材像、教育内容の特徴（新規性）、実施体制＞基本情報

改組内容 研究科等の設置・増員

重点分野 ＜物理化学・工学領域＞宇宙科学・工学分野（宇宙輸送系、衛星系
等を含む）
＜機械・電気（電子）技術領域＞モビリティ・輸送分野（造船・海洋
技術・航空機等を含む）
＜情報・通信技術領域＞人工知能（AI）・IoT 分野（機械学習、生成
AI、DX 等を含む）

所在地 北海道室蘭市水元町

増員する組織名（修士） 工学研究科生産システム工学系専攻
無人航空機システム工学コース

入学定員増数及び増員時期（修士） 15名、令和10年4月

【支援２ 重点分野支援枠（大学）】
PowerPoint形式１枚以内で作成してください。
ただし、設置する組織が多く１枚で説明できない場合に限り、
２枚としても構いません。

■タイトル
・タイトル枠の色は、支援枠及び大学・高専ごとに異なります。

申請どおりの様式を選択してください。
・タイトルのフォント（大学名18pt等）は変更しないでください。
・右端の画像は自大学のロゴマークに変更してください。
 無ければ空欄で構いません。
・２枚目がある場合は、１枚目のタイトル枠を上部に
 コピー＆ペーストしてください。

■事業計画名（記入必須）
・申請書に記載の事業計画名を記入します。

■基本情報（記入必須）
①改組内容
・「研究科等の設置・増員」又は「研究科等の設置・増員＋

学部等の設置・増員」から選択します。

②重点分野
・公募要領別表１から選択した領域名及び分野名を記入します。

②所在地
・市区町村まで記入します。課程により所在地が異なる場合や
 複数所在している場合は並記します。
（例）［修士・博士］××県××市 ［学士］××県××市、××県××市

③増員する組織名
・申請書に記載の事業対象組織を全て記入します。
（例）××学研究科××専攻
・増員のない課程の行は、行ごと削除して構いません。

④入学定員増数及び増員時期
・入学定員増数は、申請書に記載の本事業における

課程ごとの最終的な総増員数を記入します。
・修士・博士の増員時期は括弧書きで記入します。

段階的に複数回増員する場合は並記します。
（例）30名（R9、R11）
・増員のない課程の行は、行ごと削除して構いません。

■事業計画名・基本情報以外の項目
・資料内に盛り込まれていれば、レイアウトや文量は問いません。

太字・下線・文字色等により適宜強調してください。
・文の羅列にならないよう、箇条書きや図を用いるなどして

要点を簡潔にまとめ、視覚的に分かりやすく作成してください。

※本資料は、選定後に事業概要（Excel形式の公表様式）と
ともに機構ウェブサイトに掲載して公表します。

 全部または一部を非公表としたり、申請時点から定員数等を
 変更したりすることはできませんのでご承知おきください。

事業計画名 室蘭工業大学における航空宇宙デジタル技術を駆使した無人航空機分野の高度専門人材育成～防災・調査・輸送等の社会実装に向けた「情報×航空」融合型教育プログラムの構築～

支援２ 高度情報専門人材の確保に向けた機能強化の構想について「重点分野支援枠」

令和８年度 室蘭工業大学

【社会・産業ニーズ】 【本学の現状】 【課題】

・北海道宇宙産業クラスター
の形成により、衛星データ利
活用ビジネス（農業やインフ
ラ管理向けなど）が拡大。
・衛星の弱点（解像度・天候・
撮影タイミング）を無人航空
機で補完。
・無線通信・画像処理・AI・自
律制御人材が必要。

・高速有翼実験機の飛行試
験実績あり。
・実践的研究基盤を有する。
（白老実験場、飛行環境を
変化させられる風洞設備）
・航空宇宙の基幹分野中心
の教育

・無人航空機の運用に関連し
た情報系教育が未体系化
・開発から社会実装までを
一体的に担う人材育成が不足

【国の重点分野】
・政府が掲げる17の重点戦略分野のうちの「航空・宇宙」を中核とし、
モビリティ・輸送／AI・IoTを横断。

【地域産業との整合】
・「北海道宇宙産業クラスター」において、衛星データ利活用が進展。
・無人航空機＋AIによる衛星データ利活用の弱点を補完するためのニーズが拡大。

【本計画の役割】
・「航空宇宙×情報」の融合により、設計・製作・自律飛行・AI解析・運用まで担う
高度無人航空機システムエンジニアを育成。

【育成する人材像】

高度無人航空機システム

エンジニア
・航空宇宙の基盤知識を有する。

・無人航空機の運用に関連した無
線通信・画像処理・AI・自律制御
を修得。

・機体開発から運用・社会実装ま
で一気通貫で担う。

・防災・調査・輸送等の社会課題に
対応する。

【教育内容の特徴（新規性）】

新規性は３点
1.既存4領域＋第5領域「無線通信」

新設4科目で「情報×航空宇宙」を
体系化。

2.実践科目「無人機等操縦士関連
科目」を新設。

出口戦略として産業界での即戦
力化を強化。

3.既存センター研究と連動した
PBL

PBL教育として、本学の航空宇宙
機システム研究センターのプロ
ジェクトに参画させることで、実機
開発・飛行試験実績を教育に直結。

【実施体制】

新規5名確保
※無線通信・画像処理、AI・自律
飛行制御、操縦資格関連

いずれも新設科目を担当する。

・既存センター教員3名が研究指
導に参画。

・高度情報専門人材育成事業で採
択された情報系コースの担当教
員4名によるデータサイエンス・
AI基盤科目を活用。

・多様な専門分野から

教育・研究指導を実施。

北海道宇宙産業クラスターの形成により、衛星データを補完す
る無人航空機×AI人材が必要。本学は研究実績を有する一方、
無人航空機の運用に関連した情報系教育の体系化が課題。
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